
(57)【要約】

【課題】パイロット切換弁の作動特性とコントロールバ

ルブの作動特性との関連性を維持しつつ、パイロット切

換弁からのリーク量を少なくした油圧制御装置を提供す

ることである。

【解決手段】負荷側圧力室３ａとコントロールバルブ２

との間に設けたパイロットチェック弁７と、パイロット

チェック弁の背圧室１４および負荷側圧力室とコントロ

ールバルブとの間に設けたスプールタイプのパイロット

切換弁１９と、コントロールバルブ２のパイロット室２

ａ、２ｂおよびパイロット切換弁のパイロット室１９ａ

にパイロット圧を供給するパイロットバルブ４とを備え

、パイロット切換弁の作動特性とコントロールバルブの

作動特性とを関連付けた装置において、パイロット切換

弁１９を構成するスプール４１の外周にシート部２９を

設けるとともに、パイロット切換弁が遮断位置ｘにある

ときに、上記シート部２９によってスプール４１の外周

の隙間を塞ぐ構成にした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ポ ン プ に 接 続 し た コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ と 、 こ の コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ に 接 続 す る と と も に 、
こ の コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ の 切 り 換 え 位 置 に 応 じ て そ の 動 き が 制 御 さ れ る シ リ ン ダ と 、 コ ン
ト ロ ー ル バ ル ブ を 中 立 位 置 に 保 っ た と き に 負 荷 圧 が 作 用 す る シ リ ン ダ の 負 荷 側 圧 力 室 と 、
こ の 負 荷 側 圧 力 室 と コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ と を 接 続 す る 通 路 に 設 け た 負 荷 保 持 機 構 と を 備 え
、 上 記 負 荷 保 持 機 構 は 、 上 記 シ リ ン ダ の 負 荷 側 圧 力 室 と コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ と の 間 に 設 け
た パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 と 、 こ の パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 の 背 圧 室 お よ び シ リ ン ダ の 負 荷 側
圧 力 室 と コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ と の 間 に 設 け た ス プ ー ル タ イ プ の パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 と 、 上 記
コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ の パ イ ロ ッ ト 室 お よ び パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 の パ イ ロ ッ ト 室 に パ イ ロ ッ ト
圧 を 供 給 す る パ イ ロ ッ ト バ ル ブ と か ら な り 、 上 記 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 の 作 動 特 性 と コ ン ト ロ
ー ル バ ル ブ の 作 動 特 性 と を 関 連 付 け た 油 圧 制 御 装 置 に お い て 、 上 記 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 を 構
成 す る ス プ ー ル の 外 周 に シ ー ト 部 を 設 け る と と も に 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 が 遮 断 位 置 に あ る
と き に 、 上 記 シ ー ト 部 に よ っ て ス プ ー ル の 外 周 の 隙 間 を 塞 ぐ 構 成 に し た こ と を 特 徴 と す る
油 圧 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 油 圧 シ ョ ベ ル 等 の 油 圧 作 業 機 器 を 制 御 す る 油 圧 制 御 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ４ は 、 油 圧 シ ョ ベ ル の 一 部 分 を 示 し た も の で あ り 、 ア ー ム Ａ を 動 か す シ リ ン ダ ３ に は 、
ゴ ム 製 の 耐 圧 ホ ー ス ５ ， ６ を 接 続 し 、 こ れ ら 耐 圧 ホ ー ス ５ ， ６ を 介 し て シ ョ ベ ル 本 体 １ 側
に 設 け た ポ ン プ か ら の 圧 油 を 導 く よ う に し て い る 。
ま た 、 シ ョ ベ ル 本 体 １ に は 、 図 示 し て い な い が 、 上 記 シ リ ン ダ ３ を 制 御 す る 油 圧 制 御 装 置
を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 従 来 の 油 圧 制 御 装 置 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ポ ン プ Ｐ に コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ を 接 続
す る と と も に 、 こ の コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ に 上 記 耐 圧 ホ ー ス ５ ， ６ を 接 続 し て い る 。
上 記 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ は 、 そ の パ イ ロ ッ ト 室 ２ ａ 、 ２ ｂ に 導 か れ る パ イ ロ ッ ト 圧 に よ
っ て 切 り 換 わ る も の で あ り 、 こ れ ら パ イ ロ ッ ト 室 ２ ａ 、 ２ ｂ に 導 く パ イ ロ ッ ト 圧 は 、 オ ペ
レ ー タ が パ イ ロ ッ ト バ ル ブ ４ を 切 り 換 え る こ と に よ っ て 制 御 す る よ う に し て い る 。 す な わ
ち 、 パ イ ロ ッ ト バ ル ブ ４ の レ バ ー Ｌ を 操 作 す る と 、 そ の 操 作 量 に 比 例 し た パ イ ロ ッ ト 圧 が
、 レ バ ー Ｌ の 操 作 方 向 に 応 じ て パ イ ロ ッ ト 室 ２ ａ ま た は パ イ ロ ッ ト 室 ２ ｂ に 供 給 さ れ る 。
そ し て 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ は 、 そ の 供 給 さ れ た パ イ ロ ッ ト 圧 の 大 き さ に 比 例 し た 分 だ
け 、 左 側 位 置 ａ ま た は 右 側 位 置 ｂ に 切 り 換 わ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ に は 、 配 管 な ど の 流 路 ９ を 介 し て 負 荷 保 持 機 構 Ｆ を 接 続 し て
い る 。 こ の 負 荷 保 持 機 構 Ｆ は 、 上 記 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ が 中 立 位 置 に あ る と き に 、 シ リ
ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ 内 の 負 荷 圧 を 保 つ た め の も の で あ り 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 シ リ ン ダ
３ の 表 面 に 固 定 さ れ て い る 。
ま た 、 こ の 負 荷 保 持 機 構 Ｆ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ と 、 ス プ ー ル
タ イ プ の パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ と 、 サ ブ リ リ ー フ 弁 ２ １ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
上 記 パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ は 、 そ の 弁 部 材 １ ３ の 先 端 に 第 １ 受 圧 面 １ １ を 形 成 し 、 弁 部
材 １ ３ の 側 部 に 第 ２ 受 圧 面 １ ２ を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 第 １ 受 圧 面 １ １ 側 に 耐 圧 ホ ー ス
５ を 接 続 し 、 第 ２ 受 圧 面 １ ２ 側 に 流 路 ９ を 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 方 、 上 記 パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ の 背 圧 室 １ ４ に は 、 ス プ リ ン グ １ ５ を 組 み 込 む と と も
に 、 こ の ス プ リ ン グ １ ５ の 弾 性 力 に よ っ て 、 弁 部 材 １ ３ を 弁 座 １ ６ に 着 座 さ せ る よ う に し
て い る 。 弁 部 材 １ ３ が 弁 座 １ ６ に 着 座 し た 状 態 と い う の は 、 パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ が い
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わ ゆ る チ ェ ッ ク 機 能 を 発 揮 し て い る 状 態 で あ り 、 こ の と き シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ と 耐 圧
ホ ー ス ５ と の 連 通 が 遮 断 さ れ る 。 そ し て 、 こ の パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ の チ ェ ッ ク 機 能 に
よ っ て 、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ か ら の 圧 油 の 漏 れ を 防 止 し て 、 ア ー ム Ａ の 停 止 位 置 を 保
つ よ う に し て い る 。 す な わ ち 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 バ ケ ッ ト Ｂ を 持 ち 上 げ た 状 態 で ア ー ム
Ａ の 動 き を 止 め た 場 合 、 こ の ア ー ム Ａ な ど の 自 重 に よ り 、 シ リ ン ダ ３ を 伸 張 さ せ る 方 向 の
力 が 作 用 す る た め 、 こ の シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ に 負 荷 圧 が 発 生 す る が 、 圧 力 室 ３ ａ に 接
続 し た 流 路 ９ は 、 上 記 パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ に よ っ て 塞 が れ て 、 こ の 圧 力 室 ３ ａ 内 の 負
荷 圧 の 漏 れ を 規 制 し て い る 。 そ し て 、 こ の よ う に シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ 内 の 圧 油 の 漏 れ
を 規 制 す る こ と に よ っ て 、 ア ー ム Ａ が 停 止 し た 位 置 を 保 つ よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 上 記 パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ の 弁 部 材 １ ３ に は 、 絞 り 通 路 １ ７ を 形 成 し 、 こ の 絞 り
通 路 １ ７ を 介 し て 圧 力 室 ３ ａ の 負 荷 圧 を 背 圧 室 １ ４ に 導 く よ う に し て い る 。
ま た 、 上 記 背 圧 室 １ ４ に は 、 パ イ ロ ッ ト 通 路 ８ を 接 続 す る と と も に 、 こ の パ イ ロ ッ ト 通 路
８ を 上 記 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の 第 １ ポ ー ト ２ ３ に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ は 、 そ の 第 ２ ポ ー ト ２ ４ に 分 岐 通 路 １ ８ を 接 続 し 、 こ の 分 岐 通
路 １ ８ を 介 し て 上 記 流 路 ９ を 接 続 し て い る 。
ま た 、 こ の パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ は 、 遮 断 位 置 ｘ 、 第 １ 連 通 位 置 ｙ 、 第 ２ 連 通 位 置 ｚ の ３
つ の 切 り 換 え 位 置 を 有 し て い る 。 そ し て 、 通 常 、 ス プ リ ン グ Ｓ の 弾 性 力 に よ っ て 遮 断 位 置
ｘ を 保 つ が 、 パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ に 所 定 の 圧 力 以 下 の パ イ ロ ッ ト 圧 を 導 く と 第 １ 連 通 位 置
ｙ に 切 り 換 わ り 、 所 定 の 圧 力 を 超 え る パ イ ロ ッ ト 圧 を パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ に 導 く と 、 第 ２
連 通 位 置 ｚ に 切 り 換 わ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
遮 断 位 置 ｘ で は 、 第 １ ， ２ ポ ー ト ２ ３ ， ２ ４ の 両 方 を 閉 じ て い る が 、 第 １ 連 通 位 置 ｙ に 切
り 換 わ る と 、 分 岐 通 路 １ ８ の み を 絞 り ２ ０ を 介 し て 耐 圧 ホ ー ス ５ に 連 通 す る 。 ま た 、 第 ２
連 通 位 置 ｚ で は 、 分 岐 通 路 １ ８ を 遮 断 し 、 パ イ ロ ッ ト 通 路 ８ を 耐 圧 ホ ー ス ５ に 連 通 す る 。
上 記 の よ う に し た パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ は 、 そ の パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ に パ イ ロ ッ ト バ ル ブ
４ か ら パ イ ロ ッ ト 圧 を 供 給 す る こ と に よ っ て 切 り 換 え る よ う に し て い る 。
ま た 、 パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ に は 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ の パ イ ロ ッ ト 室 ２ ｂ に パ イ ロ ッ ト
圧 を 供 給 し た と き に 、 同 時 に 同 じ 圧 力 が 供 給 さ れ る よ う に し て い る 。 つ ま り 、 コ ン ト ロ ー
ル バ ル ブ ２ を 左 側 位 置 ｂ に 切 り 換 え る と 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ も 第 １ 連 通 位 置 ｙ ま た は
第 ２ 連 通 位 置 ｚ に 切 り 換 わ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
た だ し 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ が 切 り 換 わ っ た 後 で 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ が 切 り 換 わ る
と 、 い き な り 大 流 量 が コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ か ら シ リ ン ダ ３ 側 に 供 給 さ れ る こ と に な り 、
こ の シ リ ン ダ ３ が 急 に 作 動 す る と い う 不 都 合 が 生 じ る 。 そ こ で 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ が
第 １ 連 通 位 置 ｙ に 切 り 換 わ っ た 後 で 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ が 左 側 位 置 ｂ に 切 り 換 わ る よ
う に 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の ス プ リ ン グ Ｓ の バ ネ 力 を 設 定 し て い る 。
ま た 、 上 記 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ の パ イ ロ ッ ト 室 ２ ｂ と パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の パ イ ロ ッ
ト 室 １ ９ ａ に は 同 じ 圧 力 が 供 給 さ れ る の で 、 互 い の 作 動 特 性 を 考 慮 し て 、 コ ン ト ロ ー ル バ
ル ブ ２ お よ び パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の 仕 様 を 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 パ イ ロ ッ ト 通 路 １ ８ か ら 分 岐 し た 通 路 に は 、 サ ブ リ リ ー フ 弁 ２ １ を 接 続 し て い る 。 ま
た 、 こ の リ リ ー フ 弁 ２ １ の 下 流 側 に オ リ フ ィ ス ２ ２ を 設 け る と と も に 、 こ の オ リ フ ィ ス ２
２ の 上 流 側 の 圧 力 を 、 上 記 切 換 弁 １ ９ の パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ に 導 く よ う に し て い る 。 そ し
て 、 オ リ フ ィ ス ２ ２ の 上 流 側 の 圧 力 が パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ に 導 か れ る と 、 切 換 弁 １ ９ が 第
２ 連 通 位 置 ｚ ま で 切 り 換 わ る よ う に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
な お 、 こ の よ う に し た 負 荷 保 持 機 構 Ｆ よ り も 下 流 側 の 耐 圧 ホ ー ス ５ に は 、 第 １ メ イ ン リ リ
ー フ 弁 １ ０ ａ を 接 続 し 、 耐 圧 ホ ー ス ６ に は 第 ２ メ イ ン リ リ ー フ 弁 １ ０ ｂ を 接 続 し て い る 。
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こ れ ら 第 １ ， ２ メ イ ン リ リ ー フ 弁 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ は 、 ア ー ム Ａ に 大 き な 外 力 が 作 用 し た と
き に 、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ ， ３ ｂ に 生 じ る 高 圧 を 逃 が す た め の も の で あ り 、 上 記 サ ブ
リ リ ー フ 弁 ２ １ よ り も 大 型 に し て い る 。 そ し て 、 こ の よ う に し た 第 １ ， ２ メ イ ン リ リ ー フ
弁 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ は 、 シ ョ ベ ル 本 体 １ 側 に 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 、 こ の 従 来 例 の 作 用 を 説 明 す る 。
図 ５ に 示 す よ う に 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ が 中 立 位 置 に あ る と き 、 シ リ ン ダ ３ の 両 圧 力 室
３ ａ ， ３ ｂ に は 、 ポ ン プ Ｐ か ら の 吐 出 油 が 供 給 さ れ ず 、 ま た 、 こ の と き 、 切 換 弁 １ ９ の パ
イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ に も パ イ ロ ッ ト 圧 が 供 給 さ れ な い の で 、 こ の 切 換 弁 １ ９ が 遮 断 位 置 ｘ を
保 つ 。 そ の た め 、 パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ の 背 圧 室 １ ４ の 圧 力 は 、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３
ａ の 負 荷 圧 に 維 持 さ れ て 、 こ の 負 荷 圧 に よ る 作 用 力 と ス プ リ ン グ １ ５ の 弾 性 力 と に よ っ て
、 弁 部 材 １ ４ が 弁 座 １ ６ に 着 座 し た 状 態 を 保 つ 。 し た が っ て 、 パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ に
よ っ て 、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ か ら の 圧 油 の 流 出 が 阻 止 さ れ て 、 ア ー ム Ａ が 停 止 し た 位
置 を 保 つ 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 の 状 態 か ら 、 パ イ ロ ッ ト バ ル ブ ４ の レ バ ー Ｌ を 操 作 し て 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ の 一
方 の パ イ ロ ッ ト 室 ２ ａ に パ イ ロ ッ ト 圧 を 導 く と 、 そ の パ イ ロ ッ ト 圧 に 応 じ た 量 だ け コ ン ト
ロ ー ル バ ル ブ ２ が 左 側 位 置 ａ に 切 り 換 わ る 。 こ の よ う に コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ が 左 側 位 置
ａ に 切 り 換 わ る と 、 ポ ン プ Ｐ の 吐 出 圧 が パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ に 供 給 さ れ て 、 そ の 第 １
受 圧 面 １ １ に 作 用 す る 。 た だ し 、 こ の と き 切 換 弁 １ ９ が 遮 断 位 置 ｘ に あ る の で 、 パ イ ロ ッ
ト チ ェ ッ ク 弁 ７ の 背 圧 室 １ ４ の 圧 力 は 、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ の 負 荷 圧 に 維 持 さ れ て い
る 。 そ の た め 、 上 記 第 １ 受 圧 面 １ １ に 作 用 す る 作 用 力 が 、 上 記 負 荷 圧 に よ る 作 用 力 と 、 ス
プ リ ン グ １ ５ の 弾 性 力 と を 合 計 し た 力 に 打 ち 勝 っ た 時 点 で 、 弁 部 材 １ ３ が 弁 座 １ ６ か ら 離
れ る 。 こ の よ う に し て パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ が 開 け ば 、 ポ ン プ Ｐ か ら の 吐 出 油 が シ リ ン
ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ に 供 給 さ れ て 、 シ リ ン ダ ３ が 伸 縮 す る の で 、 図 ４ に 示 し た よ う に ア ー ム
Ａ が 矢 印 ２ ５ 方 向 に 作 動 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 と 反 対 方 向 に パ イ ロ ッ ト バ ル ブ ４ の レ バ ー Ｌ を 操 作 す る と 、 そ の 操 作 量 に 比 例 し た パ
イ ロ ッ ト 圧 が コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ の 他 方 の パ イ ロ ッ ト 室 ２ ｂ と パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の
パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ と に 供 給 さ れ る 。 そ の た め 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ は 、 パ イ ロ ッ ト 圧
の 大 き さ に 応 じ た 量 だ け 右 側 位 置 ｂ に 切 り 換 わ り 、 ポ ン プ Ｐ と シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ｂ と
を 連 通 さ せ る と と も に 、 耐 圧 ホ ー ス ５ と タ ン ク Ｔ と を 連 通 さ せ る 。
ま た 、 上 記 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ が 切 り 換 わ る 前 に 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ も 切 り 換 わ る
が 、 供 給 さ れ る パ イ ロ ッ ト 圧 が 所 定 の 圧 力 以 下 で あ れ ば 第 １ 連 通 位 置 ｙ に 切 り 換 わ り 、 パ
イ ロ ッ ト 圧 が 所 定 の 圧 力 を 超 え て い れ ば 第 ２ 連 通 位 置 ｚ に 切 り 換 わ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ が 第 １ 連 通 位 置 ｙ に 切 り 換 わ っ た 場 合 に は 、 パ イ ロ ッ ト 通 路 ８ が 閉
じ た ま ま な の で 、 パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ の 背 圧 室 １ ４ の 圧 力 が シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ
の 負 荷 圧 に 維 持 さ れ る 。 そ の た め 、 背 圧 室 １ ４ の 負 荷 圧 に よ る 作 用 力 と ス プ リ ン グ １ ５ の
弾 性 力 と に よ っ て 、 弁 部 材 １ ３ が 弁 座 １ ６ に 着 座 し た 状 態 を 保 ち 、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３
ａ と 耐 圧 ホ ー ス ５ と の 連 通 を 遮 断 す る 。 た だ し 、 こ の 第 １ 連 通 位 置 ｙ で は 、 パ イ ロ ッ ト 切
換 弁 １ ９ の 絞 り ２ ０ を 介 し て 分 岐 通 路 １ ８ が 耐 圧 ホ ー ス ５ に 連 通 す る の で 、 絞 り ２ ０ の 開
度 と コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ の 開 度 と に 応 じ た 流 量 が 、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ か ら タ ン ク
Ｔ に 排 出 さ れ る 。 そ の た め 、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ｂ に 作 動 油 が 供 給 さ れ て 、 ア ー ム Ａ が
矢 印 ２ ６ 方 向 に ゆ っ く り と 作 動 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 上 記 の よ う に パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ を 第 １ 連 通 位 置 ｙ に 切 り 換 え る 場 合 と い う の は
、 バ ケ ッ ト Ｂ に 取 り 付 け た 搬 送 物 を 、 目 的 の 位 置 に 下 ろ す い わ ゆ る ク レ ー ン 作 業 を 行 う 場
合 で あ る 。 こ の ク レ ー ン 作 業 で は 、 主 に ア ー ム Ａ を 矢 印 ２ ６ 方 向 に ゆ っ く り と 動 か す た め
、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ は 、 右 側 位 置 ｂ に わ ず か に 切 り 換 え る だ け で あ る 。 そ の た め 、 コ
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ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ の パ イ ロ ッ ト 室 ２ ｂ に 導 く パ イ ロ ッ ト 圧 も 所 定 の 圧 力 以 下 と な り 、 切
換 弁 １ ９ も 第 １ 連 通 位 置 ｙ ま で し か 切 り 換 わ ら な い 。
し た が っ て 、 上 記 し た よ う に 、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ か ら の 圧 油 は 、 切 換 弁 １ ９ の 絞 り
２ ０ を 介 し て 排 出 さ れ る こ と と な り 、 ア ー ム Ａ は 、 ク レ ー ン 作 業 に 適 し た 低 速 で 作 動 す る
こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 ク レ ー ン 作 業 中 に 耐 圧 ホ ー ス ５ が 破 裂 な ど し て も 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の 絞 り ２
０ に よ っ て 圧 力 室 ３ ａ か ら 排 出 さ れ る 流 量 が 規 制 さ れ る の で 、 バ ケ ッ ト Ｂ の 落 下 速 度 を 遅
く す る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の よ う に バ ケ ッ ト Ｂ の 落 下 速 度 を 遅 く す れ ば 、 搬 送 物 が
地 面 に 落 下 す る 前 に 切 換 弁 １ ９ を 遮 断 位 置 ｘ に 戻 す こ と が で き る 。 し た が っ て 、 搬 送 物 の
落 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
一 方 、 掘 削 作 業 な ど を す る 場 合 に は 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ を 大 き く 右 側 位 置 ｂ に 切 り 換
え る 。 こ の よ う に コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ を 大 き く 切 り 換 え た と き に は 、 パ イ ロ ッ ト 圧 も 所
定 の 圧 力 を 越 え る の で 、 切 換 弁 １ ９ が 第 ２ 連 通 位 置 ｚ ま で 切 り 換 わ る 。 切 換 弁 １ ９ が 第 ２
連 通 位 置 ｚ に 切 り 換 わ れ ば 、 パ イ ロ ッ ト 通 路 ８ と 耐 圧 ホ ー ス ５ と が 連 通 す る の で 、 背 圧 室
１ ４ の 圧 油 が 排 出 さ れ て 、 絞 り 通 路 １ ７ 前 後 で 差 圧 が 発 生 す る 。 こ の よ う に 差 圧 が 発 生 す
る と 、 弁 部 材 １ ３ を 閉 じ よ う と す る 力 が 相 対 的 に 弱 く な る の で 、 第 ２ 受 圧 面 １ ２ に 作 用 す
る シ リ ン ダ ３ の 負 荷 圧 の 作 用 に よ り 、 弁 部 材 １ ３ が 弁 座 １ ６ か ら 離 れ て 、 パ イ ロ ッ ト チ ェ
ッ ク 弁 ７ の チ ェ ッ ク 機 能 が 解 除 さ れ る 。
し た が っ て 、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ の 作 動 油 が 、 こ の パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ を 介 し て
素 早 く 排 出 さ れ る こ と に な る 。 つ ま り 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ を 第 ２ 連 通 位 置 ｚ に 切 り 換
え る と 、 第 １ 連 通 位 置 ｙ に あ る と き よ り も 大 流 量 が シ リ ン ダ ３ の ロ ッ ド 側 室 ３ ａ か ら 排 出
さ れ る の で 、 大 流 量 が ピ ス ト ン 側 室 ｂ に 供 給 さ れ て 、 掘 削 作 業 に 必 要 な 大 出 力 を シ リ ン ダ
３ が 発 揮 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ を 中 立 位 置 に し て 、 ア ー ム Ａ の 動 き を 止 め て い る と き に 、 こ
の ア ー ム Ａ に 大 き な 外 力 が 加 わ る と 、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ ， ３ ｂ の 圧 力 が 上 昇 す る 。
そ し て 、 一 方 の 圧 力 室 ３ ａ が 所 定 の 圧 力 に 達 す る と 、 サ ブ リ リ ー フ 弁 ２ １ が 開 き 、 オ リ フ
ィ ス ２ ２ を 介 し て 圧 力 室 ３ ａ の 作 動 油 が 排 出 さ れ る 。 こ の よ う に オ リ フ ィ ス ２ ２ に 流 れ が
生 じ る と 、 そ の 上 流 側 の 圧 力 が 切 換 弁 １ ９ の パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ に 導 か れ る の で 、 こ の 切
換 弁 １ ９ が 第 ２ 連 通 位 置 ｚ ま で 切 り 換 わ り 、 パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ が 開 く 。 し た が っ て
、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ の 高 圧 が 、 第 １ メ イ ン リ リ ー フ 弁 １ ０ ａ を 介 し て タ ン ク Ｔ に 排
出 さ れ る 。
ま た 、 他 方 の 圧 力 室 ３ ｂ が 所 定 の 圧 力 に 達 し た 場 合 に は 、 第 ２ メ イ ン リ リ ー フ 弁 １ ０ ｂ が
開 き 、 こ の 第 ２ メ イ ン リ リ ー フ 弁 １ ０ ｂ を 介 し て 高 圧 が タ ン ク Ｔ に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ０ ６ ０ ３ 号 公 報 （ 第 ４ 頁 ～ 第 ８ 頁 、 図 １ 、 図 ２ ）
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 の 従 来 の 装 置 で は 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ を ス プ ー ル タ イ プ の バ ル ブ に よ っ て 構 成 し
て い る た め 、 遮 断 位 置 ｘ に あ っ て も 、 そ の ス プ ー ル の 外 周 の 僅 か な 隙 間 を 介 し て 高 圧 側 か
ら 低 圧 側 に 圧 油 が 漏 れ て し ま う 。 す な わ ち 、 シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ 内 の 圧 油 が 、 パ イ ロ
ッ ト 切 換 弁 １ ９ の 第 １ ， 第 ２ ポ ー ト ２ ３ ， ２ ４ 側 か ら 排 出 ポ ー ト Ｈ 側 に 漏 れ て し ま う 。 そ
し て 、 こ の パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の 下 流 側 の コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ も 、 ス プ ー ル タ イ プ な
の で 、 上 記 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ か ら 漏 れ た 作 動 油 は タ ン ク Ｔ に 排 出 さ れ る こ と な る 。 つ
ま り 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ を 遮 断 位 置 ｘ に 保 持 し て い て も 、 ア ー ム Ａ の 位 置 を 保 持 す る
こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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そ こ で 、 遮 断 位 置 ｘ に お け る ス プ ー ル の オ ー バ ー ラ ッ プ 量 ａ を 増 や す こ と に よ っ て 、 こ の
パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ か ら の 漏 れ を 規 制 す る こ と が 考 え ら れ る 。
し か し 、 遮 断 位 置 ｘ に お け る ス プ ー ル の オ ー バ ー ラ ッ プ 量 ａ を 増 や す と 、 パ イ ロ ッ ト 切 換
弁 １ ９ の 作 動 特 性 が 変 化 す る 。 こ の パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の 作 動 特 性 と い う の は 、 コ ン ト
ロ ー ル バ ル ブ ２ の 作 動 特 性 と 関 連 付 け て 設 定 し て い る の で 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の 作 動
特 性 だ け を 単 独 で 変 更 す る こ と は で き な い 。
図 ６ は 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の ス プ ー ル ス ト ロ ー ク と パ イ ロ ッ ト 圧 と の 関 係 を 示 し た グ
ラ フ で あ る が 、 図 示 す る よ う に 、 ス ト ロ ー ク と パ イ ロ ッ ト 圧 と の 関 係 と い う の は 、 ス プ リ
ン グ Ｓ の バ ネ 定 数 に よ っ て 決 ま っ て い る 。 そ し て 、 こ の ス プ リ ン グ Ｓ の バ ネ 定 数 は 、 コ ン
ト ロ ー ル バ ル ブ ２ の 作 動 特 性 に 応 じ て 決 め て い る た め 、 こ の ス プ リ ン グ Ｓ の バ ネ 定 数 を 変
え る こ と は で き な い 。 つ ま り 、 ス プ リ ン グ Ｓ の バ ネ 定 数 に 相 当 す る グ ラ フ の 傾 き α を 変 え
る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 こ の パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ は 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ が 中 立 位 置 か ら 左 側 位 置 ａ 又
は 右 側 位 置 ｂ に 切 り 換 わ る 前 に 、 遮 断 位 置 ｘ か ら 第 １ 連 通 位 置 ｙ に 切 り 換 わ っ て い る 必 要
が あ る た め 、 圧 力 Ｐ ｉ で 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 領 域 か ら ア ン ダ ー ラ ッ プ 領 域 に 切 り 換 わ る よ う
に 設 定 し な け れ ば な ら な い 。 つ ま り 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ が 遮 断 位 置 ｘ に あ る と き の オ
ー バ ー ラ ッ プ 量 を 増 や す 場 合 で も 、 上 記 グ ラ フ の 傾 き α と 圧 力 Ｐ ｉ は 変 え ら れ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 角 度 α と 圧 力 Ｐ ｉ と い う 二 つ の 条 件 を 満 た し つ つ 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 量 を 最 大 に 設 定 し
た 場 合 、 図 中 一 点 鎖 線 で 示 す 特 性 に な る 。 し か し 、 こ の 特 性 で も 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 量 は ａ
か ら ｂ に 僅 か に 増 え る だ け で あ る 。 つ ま り 、 こ の 従 来 の 装 置 で は 、 漏 れ 量 を 少 な く す る た
め に 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の オ ー バ ー ラ ッ プ 量 を 増 や そ う と し て も 、 角 度 α と 圧 力 Ｐ ｉ
と い う 制 約 が あ る た め に 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 量 を 十 分 に 増 や す こ と が で き ず 、 ス プ ー ル の 外
周 の 僅 か な 隙 間 を 介 し て 低 圧 側 に 漏 れ る 圧 油 の 量 を 効 果 的 に 規 制 す る こ と が で き な い と い
う 問 題 が あ っ た 。
こ の 発 明 の 目 的 は 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の 作 動 特 性 と コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ の 作 動 特 性
と の 関 連 性 を 維 持 し つ つ 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ を 介 し て 低 圧 側 に 漏 れ る 圧 油 の 量 を 少 な
く で き る 油 圧 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 は 、 ポ ン プ に 接 続 し た コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ と 、 こ の コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ に 接 続 す
る と と も に 、 こ の コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ の 切 り 換 え 位 置 に 応 じ て そ の 動 き が 制 御 さ れ る シ リ
ン ダ と 、 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ を 中 立 位 置 に 保 っ た と き に 負 荷 圧 が 作 用 す る シ リ ン ダ の 負 荷
側 圧 力 室 と 、 こ の 負 荷 側 圧 力 室 と コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ と を 接 続 す る 通 路 に 設 け た 負 荷 保 持
機 構 と を 備 え 、 上 記 負 荷 保 持 機 構 は 、 上 記 シ リ ン ダ の 負 荷 側 圧 力 室 と コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ
と の 間 に 設 け た パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 と 、 こ の パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 の 背 圧 室 お よ び シ リ
ン ダ の 負 荷 側 圧 力 室 と コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ と の 間 に 設 け た ス プ ー ル タ イ プ の パ イ ロ ッ ト 切
換 弁 と 、 上 記 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ の パ イ ロ ッ ト 室 お よ び パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 の パ イ ロ ッ ト 室
に パ イ ロ ッ ト 圧 を 供 給 す る パ イ ロ ッ ト バ ル ブ と か ら な り 、 上 記 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 の 作 動 特
性 と コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ の 作 動 特 性 と を 関 連 付 け た 油 圧 制 御 装 置 に お い て 、 上 記 パ イ ロ ッ
ト 切 換 弁 を 構 成 す る ス プ ー ル の 外 周 に シ ー ト 部 を 設 け る と と も に 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 が 遮
断 位 置 に あ る と き に 、 上 記 シ ー ト 部 に よ っ て ス プ ー ル の 外 周 の 隙 間 を 塞 ぐ 構 成 に し た こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ ～ 図 ３ に 示 す 実 施 形 態 は 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ を 構 成 す る ス プ ー ル ４ １ の 外 周 に シ
ー ト 部 ２ ９ を 設 け る と と も に 、 こ の シ ー ト 部 ２ ９ に よ っ て 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ が 遮 断
位 置 ｘ に あ る と き に 、 ス プ ー ル ４ １ の 外 周 の 隙 間 を 塞 ぐ 構 成 に し た も の で あ る 。 パ イ ロ ッ
ト 切 換 弁 １ ９ 以 外 の 構 成 に つ い て は 、 前 記 従 来 例 と 全 く 同 じ な の で 、 以 下 で は 、 こ の パ イ
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ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の 構 成 を 中 心 に 説 明 す る 。 な お 、 従 来 と 同 じ 構 成 要 素 に つ い て は 同 じ 符
号 を 付 し て そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 し た よ う に 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の ス プ ー ル ４ １ の 外 周 に は 、 シ ー ト 部 ２ ９ を 設 け
て い る が 、 こ の パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の 具 体 的 な 構 造 を 図 ２ に 示 す 。 な お 、 こ の 図 ２ は 、
図 １ に 示 す 負 荷 保 持 機 構 Ｆ の 具 体 的 な 構 造 を 示 し た 断 面 図 で あ り 、 図 １ と 同 じ 構 成 要 素 に
つ い て は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
図 示 す る よ う に 、 負 荷 保 持 機 構 Ｆ は 、 第 １ ボ デ ィ ２ ７ と 第 ２ ボ デ ィ ２ ８ と か ら な り 、 第 １
ボ デ ィ ２ ７ 内 に パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁 ７ を 組 み 込 み 、 第 ２ ボ デ ィ ２ ８ 内 に パ イ ロ ッ ト 切 換
弁 １ ９ と サ ブ リ リ ー フ 弁 ２ １ と を 組 み 込 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 第 １ ボ デ ィ ２ ７ に は 、 通 路 ３ ０ と 通 路 ３ １ と を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 上 記 通 路 ３ ０
に 耐 圧 ホ ー ス ５ を 接 続 し 、 上 記 通 路 ３ １ に シ リ ン ダ ３ の 圧 力 室 ３ ａ を 、 配 管 ９ を 介 し て 接
続 す る よ う に し て い る 。
ま た 、 こ の 第 １ ボ デ ィ ２ ７ に は 、 摺 動 孔 ３ ２ を 形 成 す る と と も に 、 こ の 摺 動 孔 ３ ２ に 弁 部
材 １ ３ を 摺 動 自 在 に 組 み 込 ん で い る 。 こ の 弁 部 材 １ ３ は 、 そ の 下 側 に 第 １ 受 圧 面 １ １ を 形
成 し 、 そ の 側 面 に 第 ２ 受 圧 面 １ ２ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 摺 動 孔 ３ ２ に は 、 バ ネ 受 け 部 材 ３ ３ を 組 み 込 む と と も に 、 こ の バ ネ 受 け 部 材 ３ ３ に よ
っ て 摺 動 孔 ３ ２ を 塞 い で い る 。 ま た 、 こ の バ ネ 受 け 部 材 ３ ３ と 弁 部 材 １ ３ と の 間 に 、 背 圧
室 １ ４ を 形 成 す る と と も に 、 こ の 背 圧 室 １ ４ に ス プ リ ン グ １ ５ を 組 み 込 ん で い る 。 そ し て
、 こ の ス プ リ ン グ １ ５ の 弾 性 力 を 弁 部 材 １ ３ に 作 用 さ せ る こ と に よ っ て 、 弁 部 材 １ ３ を 弁
座 １ ６ に 着 座 さ せ て い る 。 弁 部 材 １ ３ を 弁 座 １ ６ に 着 座 さ せ る と 、 通 路 ３ ０ と 通 路 ３ １ と
の 連 通 が 遮 断 さ れ る 。
ま た 、 上 記 弁 部 材 １ ３ に は 絞 り 通 路 １ ７ を 形 成 し 、 こ の 絞 り 通 路 １ ７ を 介 し て 背 圧 室 １ ４
と 通 路 ３ １ と を 連 通 さ せ て い る 。
さ ら に 、 第 １ ボ デ ィ ２ ７ に 分 岐 通 路 １ ８ を 形 成 し 、 こ の 分 岐 通 路 １ ８ を 介 し て シ リ ン ダ ３
の 圧 力 室 ３ ａ の 負 荷 圧 を 導 い て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
一 方 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 記 第 ２ ボ デ ィ ２ ８ に は 、 ス プ ー ル 孔 ４ ０ を 形 成 し 、 こ の ス プ
ー ル 孔 ４ ０ に パ イ ロ ッ ト バ ル ブ １ ９ を 構 成 す る ス プ ー ル ４ １ を 摺 動 自 在 に 組 み 込 ん で い る
。
ま た 、 こ の 第 ２ ボ デ ィ ２ ８ に は 、 上 記 ス プ ー ル 孔 ４ ０ に 連 通 す る 排 出 ポ ー ト Ｈ を 形 成 し 、
こ の 排 出 ポ ー ト Ｈ を 、 図 示 し て い な い 通 路 を 介 し て 上 記 通 路 ３ ０ に 接 続 し て い る 。
上 記 排 出 ポ ー ト Ｈ の 図 面 右 側 に は 、 連 絡 室 ３ ４ を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 こ の 連 絡 室 ３ ４
の 右 側 に は 、 分 岐 通 路 １ ８ に 連 通 す る 第 ２ ポ ー ト ２ ４ を 形 成 し て い る 。 さ ら に 、 こ の 第 ２
ポ ー ト ２ ４ の 右 側 に は 、 パ イ ロ ッ ト 通 路 ８ に 連 通 す る 第 １ ポ ー ト ２ ３ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 ス プ ー ル ４ １ に は 、 第 １ 環 状 溝 ３ ６ と 第 ２ 環 状 溝 ３ ７ と 第 ３ 環 状 溝 ３ ８ と を 形 成 し て
い る 。 そ し て 、 ス プ ー ル ４ １ の 外 周 で あ っ て 、 第 １ 環 状 溝 ３ ６ と 第 ２ 環 状 溝 ３ ７ と の 間 に
、 ノ ッ チ ５ １ ， ５ ２ を 形 成 し て い る 。
ま た 、 こ の ス プ ー ル ４ １ に は 、 軸 方 向 孔 ３ ９ を 形 成 す る と と も に 、 こ の 軸 方 向 孔 ３ ９ の 一
方 を 、 孔 ６ ２ を 介 し て 第 １ 環 状 溝 ３ ６ に 開 口 し 、 軸 方 向 孔 ３ ９ の 他 方 を 、 孔 ６ ３ を 介 し て
第 ３ 環 状 溝 ３ ８ に 開 口 さ せ て い る 。
な お 、 こ の 軸 方 向 孔 ３ ９ の 一 端 は 、 閉 塞 部 材 ４ ７ に よ っ て 塞 い で い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 第 ２ ボ デ ィ ２ ８ の 図 面 左 側 に は 、 キ ャ ッ プ ４ ５ を 組 み 付 け て い る 。 そ し て 、 こ の キ ャ
ッ プ ４ ５ の 内 部 に 、 ス プ リ ン グ Ｓ を 組 み 込 む と と も に 、 こ の ス プ リ ン グ Ｓ を 組 み 込 ん だ ス
プ リ ン グ 室 ４ ６ を タ ン ク に 連 通 さ せ て い る 。
上 記 ス プ リ ン グ 室 ４ ６ は 、 通 路 ５ ９ と 孔 ５ ７ と を 介 し て 組 み 付 け 室 ５ ３ に 連 通 さ せ て い る
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。 な お 、 上 記 孔 ５ ７ に は 、 オ リ フ ィ ス ２ ２ を 備 え た オ リ フ ィ ス 部 材 ５ ８ を 組 み 込 ん で い る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 組 み 付 け 孔 ５ ３ に は 、 バ ル ブ 保 持 部 材 ５ ４ を 組 み 込 む と と も に 、 こ の バ ル ブ 保 持 部 材
５ ４ の 内 部 に ポ ペ ッ ト ５ ５ を 移 動 可 能 に 組 み 込 ん で い る 。 そ し て 、 こ の ポ ペ ッ ト ５ ５ を 、
ス プ リ ン グ ５ ６ の 弾 性 力 に よ っ て 着 座 さ せ て い る 。
ま た 、 組 み 付 け 孔 ５ ３ を 、 第 ２ ポ ー ト ２ ４ に 連 通 さ せ て い る 。
さ ら に 、 組 み 付 け 孔 ５ ３ を 、 第 １ 連 絡 通 路 ６ ０ に 連 通 さ せ る と と も に 、 こ の 第 １ 連 絡 通 路
６ ０ を 、 第 ２ 連 絡 通 路 ６ １ を 介 し て 上 記 ス プ ー ル 孔 ４ ０ に 連 通 さ せ て い る 。 そ し て 、 ス プ
ー ル ４ １ が ノ ー マ ル 位 置 に あ る と き 、 図 示 す る よ う に 第 ２ 連 絡 通 路 ６ １ の 開 口 部 分 が 、 ス
プ ー ル ４ １ と サ ブ ス プ ー ル ４ ９ と の 隣 接 部 分 に ち ょ う ど 位 置 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 ス プ ー ル 孔 ４ １ の 図 面 右 側 開 口 部 側 に 、 キ ャ ッ プ ４ ８ を 組 み 付 け る と と も に 、 こ の
キ ャ ッ プ ４ ８ に よ っ て パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ を 形 成 し て い る 。 た だ し 、 こ の パ イ ロ ッ ト 室 １
９ ａ に ス プ ー ル ４ １ の 端 部 を 直 接 臨 ま せ る の で は な く 、 こ の ス プ ー ル ４ １ に 隣 接 さ せ た サ
ブ ス プ ー ル ４ ９ の 端 部 を 臨 ま せ て い る 。 そ し て 、 こ の パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ に は 、 キ ャ ッ プ
４ ８ に 形 成 し た パ イ ロ ッ ト ポ ー ト ５ ０ を 介 し て 図 示 し て い な い パ イ ロ ッ ト バ ル ブ ４ か ら パ
イ ロ ッ ト 圧 を 導 く よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 記 ス プ ー ル ４ １ に は 、 ス プ リ ン グ Ｓ の バ ネ 力 に よ っ て 、 図 面 右 方 向 の 推 力 が 付 与 さ れ て
い る 。 そ の た め 、 こ の ス プ ー ル ４ １ に 形 成 し た シ ー ト 部 ２ ９ が 、 ス プ ー ル 孔 ４ ０ の 内 周 に
形 成 し た シ ー ト 面 ３ ５ に 押 し 付 け ら れ た 状 態 を 保 ち 、 こ の よ う に シ ー ト 部 ２ ９ が シ ー ト 面
３ ５ に 押 し 付 け ら れ た 状 態 で 、 ス プ ー ル ４ １ の 外 周 の 隙 間 を 塞 い で い る 。 こ の よ う に ス プ
ー ル ４ １ の 外 周 の 隙 間 を 塞 ぐ と 、 排 出 ポ ー ト Ｈ と 連 絡 室 ３ ４ と の 連 通 が 完 全 に 遮 断 さ れ る
。 し た が っ て 、 パ イ ロ ッ ト 通 路 ８ 及 び 分 岐 通 路 １ ８ を 介 し て シ リ ン ダ ３ の 負 荷 圧 が 第 １ ，
第 ２ ポ ー ト ２ ３ ， ２ ４ に 導 か れ て い て も 、 連 絡 室 ３ ４ 側 か ら 排 出 ポ ー ト Ｈ 側 に 作 動 油 が 漏
れ る こ と が な い 。 な お 、 こ の よ う に ス プ ー ル ４ １ の シ ー ト 部 ２ ９ が シ ー ト 面 ３ ５ に 押 し 付
け ら れ た 状 態 が 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の 遮 断 位 置 ｘ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 上 記 の よ う に パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ が 遮 断 位 置 ｘ に あ る と き に 、 第 １ ポ ー ト ２ ３ に
作 用 す る 負 荷 圧 は 、 ス プ ー ル ４ １ の 外 周 を 介 し て パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ 側 に も 導 か れ る 。 た
だ し 、 第 １ ポ ー ト ２ ３ と パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ と の 間 に は 、 ス プ ー ル ４ １ の オ ー バ ー ラ ッ プ
が 十 分 確 保 さ れ て い る の で 、 こ の 部 分 で 漏 れ は ほ と ん ど 生 じ な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 遮 断 位 置 ｘ に あ る 状 態 か ら 、 パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ に パ イ ロ ッ ト 圧 を 導 く と 、 そ の パ イ
ロ ッ ト 圧 が サ ブ ス プ ー ル ４ ９ の 端 面 に 作 用 す る 。 そ の た め 、 こ の サ ブ ス プ ー ル ４ ９ に 推 力
が 与 え ら れ て 、 こ の 推 力 が ス プ リ ン グ Ｓ の イ ニ シ ャ ル セ ッ ト 荷 重 に 打 ち 勝 つ と 、 サ ブ ス プ
ー ル ４ ９ と と も に ス プ ー ル ４ １ が 左 方 向 に 移 動 す る 。 ス プ ー ル ４ １ が 左 方 向 に 移 動 す る と
、 シ ー ト 面 ３ ５ か ら シ ー ト 部 ２ ９ が 離 れ て 連 絡 室 ３ ４ と 排 出 ポ ー ト Ｈ と が 連 通 し 、 次 に 第
２ ポ ー ト ２ ４ が ノ ッ チ ５ １ を 介 し て 連 絡 室 ３ ４ に 連 通 す る 。 さ ら に ス プ ー ル ４ １ が 左 方 向
に 移 動 す る と 、 ノ ッ チ ５ １ と ノ ッ チ ５ ２ と を 介 し て 第 ２ ポ ー ト ２ ４ が 連 絡 室 ３ ４ に 連 通 す
る 。 こ の と き の 状 態 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 分 岐 通 路 １ ８ が 絞 り ２ ０ を 介 し て 耐 圧 ホ ー ス
５ に 連 通 し た 状 態 で あ っ て 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ が 第 １ 連 通 位 置 ｙ に 切 り 換 わ っ た 状 態
に 相 当 す る 。 な お 、 ノ ッ チ ５ ２ を 介 し て 第 ２ ポ ー ト ２ ４ と 連 絡 室 ３ ４ と が 連 通 し た 時 点 で
、 絞 り ２ ０ の 開 度 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 記 の 状 態 か ら 、 パ イ ロ ッ ト 室 １ ９ ａ に 供 給 す る パ イ ロ ッ ト 圧 を 高 く す る と 、 ス プ ー ル ４
１ が さ ら に 左 方 向 に 移 動 す る 。 そ し て 、 第 １ ポ ー ト ２ ３ と 第 ３ 環 状 溝 ３ ８ と が 連 通 す る と
、 第 １ ポ ー ト ２ ３ 内 の 圧 油 が 、 孔 ６ ３ → 軸 方 向 孔 ３ ９ → 孔 ６ ２ → 連 絡 室 ３ ４ → 排 出 ポ ー ト
Ｈ に 導 か れ る 。 そ し て 、 こ の と き の 状 態 が 、 図 １ に 示 す パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ が 第 ２ 連 通

10

20

30

40

50

(8) JP 2004-132411 A 2004.4.30



位 置 ｚ に 切 り 換 わ っ た 状 態 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 を 構 成 す る ス プ ー ル の 外 周 に シ ー ト 部 を 設 け る と と
も に 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 が 遮 断 位 置 に あ る と き に 、 上 記 シ ー ト 部 に よ っ て ス プ ー ル の 外 周
の 隙 間 を 塞 ぐ 構 成 に し た の で 、 こ の パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 が 遮 断 位 置 に あ る と き に 、 ス プ ー ル
の 外 周 の 隙 間 を 介 し て 作 動 油 が 低 圧 側 に 漏 れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 し か も 、 ス
プ ー ル の 外 周 に 設 け た シ ー ト 部 に よ っ て 、 ス プ ー ル の 外 周 の 隙 間 か ら の 漏 れ を 規 制 し た の
で 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 量 を 大 き く す る 必 要 が な い 。 し た が っ て 、 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 １ ９ の 作
動 特 性 と コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ２ の 作 動 特 性 と の 関 連 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 負 荷 保 持 機 構 Ｆ の 具 体 的 構 造 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ ボ デ ィ ２ ８ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 油 圧 シ ョ ベ ル の 一 部 分 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 パ イ ロ ッ ト 圧 と ス プ ー ル ス ト ロ ー ク と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
Ｐ 　 ポ ン プ
Ｆ 　 負 荷 保 持 機 構
ｘ 　 遮 断 位 置
２ 　 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ
３ 　 シ リ ン ダ
３ ａ 　 負 荷 側 圧 力 室
４ 　 パ イ ロ ッ ト バ ル ブ
７ 　 パ イ ロ ッ ト チ ェ ッ ク 弁
１ ４ 　 背 圧 室
１ ９ 　 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁
１ ９ ａ 　 パ イ ロ ッ ト 室
２ ９ 　 シ ー ト 部
４ １ 　 パ イ ロ ッ ト 切 換 弁 の ス プ ー ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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